
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

『 無言の伝道 』 

真の父母經 （Ｐ２３１～２３３） 

第四節 興南監獄とイエス様の使命継承路程 

イエス様の使命を全うするための蕩減路程 

興南監獄の試練は、再臨のメシヤとして、イ
エス様の使命を全うしていかれるための蕩減
摂理路程である。再臨のメシヤは、クリスチャン
たちが反対する中で、イエス様の使命を全うし
ていくために、十字架によって亡くなられず
に、生きて監獄から出てこなければならない
だけでなく、イエス様が失ってしまった十二人
以上の弟子を、十字架上(監獄)で探して立て
なければならない。北朝鮮の興南監獄は、人間
を徐々に殺す十字架と同じであったが、真のお
父様は、イエス様の使命を全うしていくための
蕩減路程を勝利的に締めくくられたのである。 
特に、周辺の人に対して伝道することはでき

なかったが、霊界にいる囚人の先祖たちが子
孫に夢で現れ、真のお父様に特別に良く接し、
侍るようにと教え、真のお父様が監獄から出て
こられるときには、十二人以上の弟子をもつよ
うになられたのである。 
そして、興南監獄に収監されたのち、最初の

二、三週間は、食事の半分を他の囚人たちに分
けてあげ、定州にいらっしゃる忠母様(実母)
が、定州から興南まで来て差し入れしたはった
い粉と服も、すべて彼らに分け与えられるな
ど、人のために自らを犠牲にしながら、収容期
間に三度も模範労働者賞を受けられた。毎日
配給される飲料水の一部を残しておき、体を清
められるなど、神様の息子であるという自覚
をもって模範的な生活をされたため、天も感
動せざるを得なかったのである。 
 
 

 
 
4お父様は、以北の平壌と興南の監獄で、イエス
様の公生涯に該当する二年八カ月の期間を送
り、十二人の人を復帰することができました。十
二人を復帰することによって、イエス様が失っ
たすべての条件を復帰することができたので
す。たとえその人たちがお父様に従わなかった
としても、お父様が釈放される時、彼らの位置
に、ほかの人たちを立てることができました。 
お父様は、計画していたすべてのことを完遂

したので、天は、天使長国家であるアメリカと国
連軍を通して北朝鮮を攻撃するようにし、お父
様を解放しました。そうして、監獄から出てくる
ようになったのですが、その時、四人の人が私
に従いました。国連軍が韓国を守ってくれたの
で、その条件によって、天の運勢は再び民主世
界に戻ってくることができ、キリスト教を復帰す
るための役事を始めることができたのです。 
 
5 イエス様が死の道を行くことになった時、イス
ラエル民族が裏切り、愛する三弟子までも裏切
りました。ですから、蕩減復帰の原則によって、
監獄にいる時、イエス様が失った十二弟子と同
じ数を蕩減復帰しなければならなかったので
す。 
このような立場にいたので、お父様が興南監

獄にいる時、口を開かなくても第二イスラエル
圏内にいる霊界の霊人たちが伝道して、その数
を満たしてくれました。このような歴史的な関
係を経てきたのです。 
共産党の厳しい監視と注目を受ける、獄中生 

活でも、人知れぬ心情的な団結運動を、神様が
責任をもって行ってくださいました。そこでは、 
あからさまに伝道することはできませんでし 
た。しかし、お父様が口を閉じていても、霊界か 
ら伝道してくれたのです。 
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